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研修実績管理システムについて

研修実績管理システムは、⽇本専⾨医機構に認定された研修プログラムに基づいた
研修を正確かつ効率的に運⽤するためのシステムです

メリット

専攻医

１）⾃⼰評価項⽬や指導医からのフィードバック内容を記録する研修⼿帳を、紙媒体で
持ち歩くのではなく、オンライン化することで電⼦的に管理・確認できる

２）評価項⽬を専攻医と指導医がそれぞれで設定することでお互いの観点の違いやギャップを
確認し合うコミュニケーションのきっかけ作りとなり、知識とスキル習得に寄与する

３）研修修了判定時には、新専⾨医制度における専⾨医申請に必要な情報が集積される

指導医
１）専攻医の研修状況を確認でき、知識とスキル習得状況を管理できる

２）どの分野を向上させていくべきか検討できるため、適切な指導⽀援につなげられる

プログラム
統括責任者

１）専攻医からの研修指導内容評価（研修プログラムへの逆評価）を随時受け付けられる
ようにすることで、研修プログラム改善につなげる

２）専攻医の研修状況を確認できる

３）連携施設が、専攻医にどのような症例を何例ぐらい経験させているか確認できる
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１）専攻医が研修実施中の履歴登録や施設毎の評価、年次振り返りの⾃⼰評価を登録する
２）指導医からの評価・フィードバックとして施設毎の評価、年次評価を受ける
３）最終的にはプログラム統括責任者より、研修修了判定を受ける

研修実績管理システムイメージ

Aプログラムの研修施設群

・指導
・研修評価

指導内容の
評価

研修記録
情報

研修実績
管理システム

・初期臨床研修期間登録
・達成度評価
・研修⾃⼰評価
・担当指導医の評価

・初期臨床研修期間確認
・専攻医の評価
・指導内容の評価確認

・専攻医の評価登録
・多職種評価登録

研修記録の
確認

指導医

Aプログラム
統括責任者

専攻医

事務局

DB

NCD症例検索システム

・経験症例の登録確認
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研修実績管理システムをご利⽤の際の主な流れは以下となります

研修実績管理システム ご利⽤時の主な流れ

本システム
利⽤開始時

各施設研修開始時
/終了時 研修中[随時] 年次終了時 プログラム

研修修了時

専攻医

指導医

プログ
ラム統
括責任
者

初
期
臨
床
研
修
期
間
の
登
録

⾃
画
像
の
登
録

研
修
履
歴
の
登
録

研
修
履
歴
開
始
承
認
依
頼

研
修
履
歴
終
了
承
認
依
頼

病
歴
抄
録
確
認

学
術
活
動
登
録

年
次
評
価
の
⼊
⼒

指
導
医
評
価
の
⼊
⼒
依
頼

承認

修了判定登録

研
修
指
導
内
容
評
価

閲覧

閲覧

閲覧閲覧 研修履歴
閲覧
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修了判定依頼

最
終
年
次
評
価
の
⼊
⼒

指
導
医
評
価
の
⼊
⼒
依
頼

評価登録
閲覧

閲覧施設評価
閲覧

施
設
評
価
の
⼊
⼒

指
導
医
評
価
の
⼊
⼒
依
頼

承認評価登録 評価登録



各施設における
研修開始から終了までのフロー
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研修実績管理システム利⽤イメージ（研修履歴登録〜施設評価登録）

専攻医 専⾨研修指導医 閲覧期間

Ａ施設での研修実施
（病歴抄録登録/学術発表/学術集会参加）

閲覧可能期間

Ａ施設
研修履歴 開始承認依頼

Ａ施設
研修履歴 開始承認

Ａ施設
研修履歴 終了承認依頼

Ａ施設
研修履歴 終了承認

Ａ施設
施設評価 ⾃⼰評価の登録

B施設
研修履歴 開始承認依頼

Ａ施設
施設評価 評価者の登録
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研修履歴登録イメージ（専攻医）

専攻医

専攻医は、ここから
研修履歴を登録
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外科学会専門研修プログラム

外科学会病院

2018/04

外科 次郎

外科 太郎



研修履歴登録イメージ（専攻医）

専攻医

外科 ⼆郎

外科 太郎

外科 ⼆郎

1施設⽬の研修は
完了

次施設の研修開始
承認を登録中

研修施設を選択し
研修指導医を選択
の上、開始承認を
依頼

8

外科学会附属病院

外科学会病院2018/11～

2018/04～2018/10

外科学会病院

2018/11～



外科

専⾨研修
指導医

研修履歴登録イメージ（専⾨研修指導医）

研修指導医側は
ここから研修履歴
を承認
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外科 六郎

外科

専⾨研修
指導医

研修履歴登録イメージ（専⾨研修指導医）

研修履歴の開始を
承認
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外科学会附属病院
2018/11～2018/04

外科学会専門研修
プログラム



研修実績管理システム利⽤イメージ（研修履歴登録〜施設評価登録）

専攻医 専⾨研修指導医 閲覧期間

Ａ施設での研修実施
（病歴抄録登録/学術発表/学術集会参加）

閲覧可能期間

Ａ施設
研修履歴 開始承認依頼

Ａ施設
研修履歴 開始承認

Ａ施設
研修履歴 終了承認依頼

Ａ施設
研修履歴 終了承認

Ａ施設
施設評価 ⾃⼰評価の登録

B施設
研修履歴 開始承認依頼

Ａ施設
施設評価 評価者の登録
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研修中のご利⽤イメージ（専攻医）

専攻医

・病歴抄録の確認
（NCD症例検索システムへ遷移）
・学術発表、学術集会参加登録
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研修実績管理システム利⽤イメージ（研修履歴登録〜施設評価登録）

専攻医 専⾨研修指導医 閲覧期間

Ａ施設での研修実施
（病歴抄録登録/学術発表/学術集会参加）

閲覧可能期間

Ａ施設
研修履歴 開始承認依頼

Ａ施設
研修履歴 開始承認

Ａ施設
研修履歴 終了承認依頼

Ａ施設
研修履歴 終了承認

Ａ施設
施設評価 ⾃⼰評価の登録

B施設
研修履歴 開始承認依頼

Ａ施設
施設評価 評価者の登録
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専攻医

研修実績管理システム利⽤イメージ（研修履歴登録〜施設評価登録）

専攻医はここから
施設評価を登録
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専攻医

専攻医は評価者（研修履歴登録時に選択した専⾨研修指導医、もしくは施設代表者）
を選択します。
※どのような項⽬を登録するかに関する画⾯イメージは、22、23ページをご参照く
ださい（詳細な登録項⽬については、別途公開中の⼀覧表をご参照ください）。

研修実績管理システム利⽤イメージ（研修履歴登録〜施設評価登録）
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研修実績管理システム利⽤イメージ（研修履歴登録〜施設評価登録）

専攻医 専⾨研修指導医 閲覧期間

Ａ施設での研修実施
（病歴抄録登録/学術発表/学術集会参加）

閲覧可能期間

Ａ施設
研修履歴 開始承認依頼

Ａ施設
研修履歴 開始承認

Ａ施設
研修履歴 終了承認依頼

Ａ施設
研修履歴 終了承認

Ａ施設
施設評価 ⾃⼰評価の登録

B施設
研修履歴 開始承認依頼

Ａ施設
施設評価 評価者の登録
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専攻医

研修実績管理システム利⽤イメージ（研修履歴登録〜施設評価登録）

外科太郎

外科 ⼆郎

外科 ⼆郎

研修履歴の終了年
⽉を登録し、承認
依頼
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2018/11～

外科学会病院（連携施設）

2018



外科 良太郎

専⾨研修
指導医

研修実績管理システム利⽤イメージ（研修履歴登録〜施設評価登録）

研修履歴の終了を
承認

18

外科学会専門研修
プログラム 2018/04

外科学会附属病院
2018/11～2018/12



外科

専攻医名

研修実績管理システム利⽤イメージ（研修履歴登録〜施設評価登録）

専⾨研修
指導医

申し送りコメントを⼊⼒
し、承認することでA施設
の研修が完了 19

外科学会附属病院

外科 太郎



研修実績管理システム利⽤イメージ（研修履歴登録〜施設評価登録）

専攻医 専⾨研修指導医 閲覧期間

Ａ施設での研修実施
（病歴抄録登録/学術発表/学術集会参加）

閲覧可能期間

Ａ施設
研修履歴 開始承認依頼

Ａ施設
研修履歴 開始承認

Ａ施設
研修履歴 終了承認依頼

Ａ施設
研修履歴 終了承認

Ａ施設
施設評価 ⾃⼰評価の登録

B施設
研修履歴 開始承認依頼

Ａ施設
施設評価 評価者の登録
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研修指導医による「研修履歴 終了承認」
が完了すると次施設の「研修履歴 開始承
認依頼」が可能



研修実績管理システム利⽤イメージ（研修履歴登録〜施設評価登録）

専攻医 専⾨研修指導医 閲覧期間

Ａ施設での研修実施
（病歴抄録登録/学術発表/学術集会参加）

閲覧可能期間

Ａ施設
研修履歴 開始承認依頼

Ａ施設
研修履歴 開始承認

Ａ施設
研修履歴 終了承認依頼

Ａ施設
研修履歴 終了承認

Ａ施設
施設評価 ⾃⼰評価の登録

B施設
研修履歴 開始承認依頼

Ａ施設
施設評価 評価者の登録
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到達⽬標と経験⽬標について、研修施設毎および年次
で評価を登録します。

研修実績管理システム利⽤イメージ（研修履歴登録〜施設評価登録）
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評価結果が蓄積され、その情報は専攻医の他、プログ
ラム統括責任者、各研修施設で選定された専⾨研修指
導医、実際の指導を担当する専⾨研修指導医が適宜確
認できます。

研修実績管理システム利⽤イメージ（研修履歴登録〜施設評価登録）
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